
ル
ト
ニ
ァ
皇
（
近
代
科
学
社
、
二
○
一
七
年
）
へ
と
た
ど
っ
た
な
ら
、

そ
の
ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
米
谷
民
明
『
究
極
理

論
へ
の
道
ｌ
力
・
時
空
・
物
質
の
起
源
を
求
め
て
」
（
岩
波
書
店
、

二
○
二
一
年
）
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
数
式
を
使
わ
な
い
で
、
数

学
・
物
理
学
の
全
体
的
な
視
野
の
中
に
「
非
摂
動
論
的
弦
理
論
」
の
可

能
性
の
追
求
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
の
光
景
を
見
せ
て
く
れ
る
。

経
験
論
、
合
理
論
、
批
判
哲
学
、
現
象
学
を
含
め
て
認
識
論
の
時
代

は
終
わ
っ
た
。
「
言
語
論
的
転
回
」
は
袋
小
路
か
ら
出
ら
れ
な
い
。
物

理
数
学
そ
の
も
の
か
ら
哲
学
を
立
ち
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

１
崖
四
房
ｏ
旨
く
㈹
一
口
ロ
且
”○
胃
弓
ｚ
ａ
ｏ
日
幽
〕
詞
隠
蜀
§
芯
廷
愚
鳥
．
Ｊ
・
沙
匡
室
侭
、
》

い
で
﹇
自
国
函
①
猿
い
つ
牌
》

世
界
最
高
の
ル
ー
ン
文
字
入
門
書
の
第
五
版
。
一
九
六
八
年
の
初
版

以
来
第
四
版
ま
で
は
著
者
デ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
自
身
が
修
正
し
て
い
た
が
、

二
○
二
○
年
に
死
去
し
た
た
め
、
高
弟
の
ネ
ド
マ
が
補
訂
。
初
版
で
一

○
○
ペ
ー
ジ
強
だ
っ
た
内
容
は
半
世
紀
で
三
倍
に
増
補
さ
れ
た
。
世
界

の
ル
ー
ン
研
究
の
動
向
を
網
羅
し
よ
う
と
す
る
ネ
ド
マ
は
、
谷
口
幸
男

（
小
澤
実
編
）
『
ル
ー
ン
文
字
研
究
序
説
」
（
八
坂
書
房
、
二
○
一
三
年
）

の
情
報
も
記
載
し
て
い
る
。

２
高
橋
美
野
梨
編
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
-
人
文
社
会
科
学
か
ら
照

化
と
近
代
日
本
』
勉
誠
社
、
二
○
二
二
年

戦
前
日
本
の
各
大
学
に
お
け
る
史
学
科
の
展
開
を
比
較
し
た
論
集
。

日
本
の
史
学
史
研
究
は
時
代
思
潮
と
個
人
の
歴
史
意
識
と
の
関
係
を
探

っ
た
も
の
が
多
い
印
象
を
受
け
る
が
、
本
書
は
大
学
制
度
の
展
開
の
中

に
歴
史
学
の
歩
み
を
位
置
付
け
る
。
こ
の
と
こ
ろ
歴
史
学
の
歩
み
を
振

り
返
る
史
学
史
や
高
等
教
育
機
関
の
道
筋
を
跡
付
け
る
教
育
制
度
史
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
も
そ
う
し
た
試
み
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し

て
参
照
し
て
ほ
し
い
。

５
黒
川
文
雄
「
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
語
り
部
た
ち
ｌ
日
本
の
ゲ
ー
ム

産
業
を
支
え
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
創
造
と
挑
戦
』
Ｄ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
、

二
○
二
三
年

近
年
ゲ
ー
ム
研
究
の
土
台
が
築
か
れ
つ
つ
あ
る
。
吉
田
寛
『
デ
ジ
タ

ル
ゲ
ー
ム
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
二
三
年
）
や
小
山
友
介

「
日
本
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
産
業
史
増
補
改
訂
版
ｌ
フ
ァ
、
、
ヨ
ン
以
前

か
ら
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
ま
で
」
（
人
文
書
院
、
二
○
二
○
年
）
な
ど
専
門

家
に
よ
る
基
本
害
が
刊
行
さ
れ
る
一
方
で
、
ゲ
ー
ム
開
発
や
ゲ
ー
ム
産

業
の
現
場
を
報
告
す
る
書
籍
も
次
々
に
書
棚
を
飾
っ
て
い
る
。
黒
田
さ

ん
の
本
耆
も
そ
の
一
つ
。
も
と
も
と
ウ
ェ
ブ
で
連
載
さ
れ
て
い
た
記
事

を
セ
レ
ク
ト
し
た
も
の
だ
が
、
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
時
代
や

地
域
の
記
録
を
合
わ
せ
た
文
章
は
、
誰
か
が
書
き
留
め
な
け
れ
ば
失
わ

れ
る
戦
後
の
あ
る
風
景
を
固
着
さ
せ
る
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。

懐
か
し
く
、
時
と
し
て
悲
し
く
、
そ
し
て
ゲ
ー
ム
の
可
能
性
を
感
じ
さ

ら
す
極
北
の
島
」
藤
原
書
店
、
二
○
二
三
年

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
未
知
と
い
っ
て

良
い
北
極
圏
の
島
唄
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
論
集
。
編
者
の
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
と
そ
の
研
究
に
対
す
る
愛
情
を
隠
さ
な
い
序
文
で
統
括
さ
れ

た
本
書
は
、
通
時
的
か
つ
多
層
的
に
こ
の
島
喚
研
究
の
面
白
さ
と
可
能

性
を
読
者
と
共
有
す
る
。
極
北
か
ら
見
る
こ
と
で
世
界
が
ど
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
る
の
か
、
自
分
自
身
の
偏
見
と
視
点
を
相
対
化
す
る
解
毒
作

用
も
あ
る
。

３
ヨ
リ
イ
カ
２
０
２
３
年
皿
月
臨
時
増
刊
号
 
総
特
集
Ⅱ
Ｊ
・

Ｒ
．
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
没
後
知
年
ｌ
異
世
界
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
帰

還
』
青
土
社
、
二
○
二
三
年

豆
リ
ィ
カ
」
で
は
三
度
目
の
ト
ー
ル
キ
ン
特
集
。
最
初
の
特
集
で
は

テ
ク
ス
ト
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
そ
れ
自
体
、
次
の
特
集
で
は
公
開
さ
れ
た

映
画
に
よ
る
表
現
に
力
を
注
い
で
い
た
の
に
対
し
、
今
回
は
、
メ
デ
ィ

ア
の
多
様
化
に
対
応
す
る
よ
う
に
受
容
に
重
心
を
置
く
。
か
っ
て
は
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
扱
い
さ
れ
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
論
評
や
分
析
の
対
象
と
は

な
り
に
く
か
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
す
で
に
一
つ
の
研
究
ジ
ャ
ン
ル
で

あ
り
、
な
ろ
う
系
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
擬
似
中
世
世
界
を
背
景
と
し
た
Ｒ

Ｐ
Ｇ
、
『
葬
送
の
フ
リ
ー
レ
ン
』
な
ど
の
人
気
を
考
え
れ
ば
、
本
邦
で

も
も
っ
と
考
察
が
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
今
回

の
特
集
は
ト
ー
ル
キ
ン
研
究
の
一
つ
の
里
程
標
た
り
う
る
。

４
小
澤
実
・
佐
藤
雄
基
編
「
史
学
科
の
比
較
史
ｌ
歴
史
学
の
制
度

１
山
口
守
『
中
国
の
民
衆
と
生
き
た
ア
メ
リ
カ
人
ｌ
ア
ィ
ダ
・
プ

ル
ー
イ
ッ
ト
の
生
涯
」
岩
波
書
店
、
二
○
二
三
年

２
河
本
美
紀
『
張
愛
玲
の
映
画
史
Ｉ
上
海
・
香
港
か
ら
米
国
・
台

湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
日
本
ま
で
」
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
○
二

三
年

３
 
閻
連
科
 
面
書
』
桑
島
道
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
二
○
二
三
年

４
劉
震
雲
 
雪
 
日
三
秋
』
水
野
衛
子
訳
、
早
川
書
房
、
二
○
二
二
年

５
陳
春
成
「
夜
の
潜
水
艦
」
大
久
保
洋
子
訳
、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ゥ
ス
、

二
○
二
三
年

１
 
「
中
国
の
民
衆
と
生
き
た
ア
メ
リ
カ
人
」
は
中
華
民
国
期
の
宣

教
師
の
娘
と
し
て
中
国
農
村
で
育
ち
、
北
京
協
和
病
院
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
し
た
ブ
ル
ー
イ
ッ
ト
の
生
涯
を
描
い
た
評
伝
書

で
あ
る
。
「
王
朝
変
遷
を
経
て
数
千
年
続
い
た
伝
統
文
化
で
は
な
く
、

可
変
的
な
民
衆
の
生
活
文
化
が
そ
の
中
心
に
あ
り
、
そ
の
民
衆
が
革
命

を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
伝
統
を
変
革
す
る
近
代
化
を
受
け
入
れ
る
」
と

い
う
彼
女
の
中
国
文
化
観
は
尊
い
。

２
張
愛
玲
（
チ
ャ
ン
・
ア
イ
リ
ン
、
ち
よ
う
あ
い
れ
い
、
一
九
二

○
’九
五
年
）
は
近
代
中
国
文
学
に
お
い
て
魯
迅
と
双
壁
を
成
す
作
家

現
代
中
国
文
学

（
西
洋
中
世
史
）

『

せ
る
良
書

藤
井
 
省
三

小
澤
 
実

。．＃

13

兵且

12

』

』
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